
を
駆
使
し
た
授
業
等
を
見
て
思
っ
た
の
は
、

い
ず
れ
の
実
習
に
お
い
て
も
、
制
作
意
欲
の

高
い
生
徒
た
ち
と
、
知
識
、
技
能
の
専
門
性

の
優
れ
た
教
師
陣
と
に
よ
っ
て
相
乗
効
果
を

生
み
つ
つ
教
育
活
動
が
展
開
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
着
任
前
に
聞
い
た
評
判
が
正

し
い
こ
と
を
確
信
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
質
の
高
い
実
習
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
教
育
活
動
を
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
、一
朝
一
夕
で
は
不
可
能
で
す
。

こ
れ
ま
で
在
校
し
た
生
徒
た
ち
、
教
師
た
ち

に
よ
る
努
力
の
積
み
重
ね
が
本
校
を
支
え
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

校
長
室
に
は
き
わ
め
て
立
派
な
装
丁
の
百

周
年
記
念
誌
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
本
校
の

足
跡
を
た
ど
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
か
つ

て
築
地
に
学
校
が
あ
り
関
東
大
震
災
で
水
道

橋
の
現
在
の
地
に
移
っ
た
こ
と
、
校
舎
を
建

て
替
え
る
に
あ
た
っ
て
の
苦
労
や
、
各
科
の

名
称
を
変
更
し
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
緯
を

経
て
発
展
し
て
き
た
本
校
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
に
、
校
長
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
思
い
を
巡
ら
せ
る
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

　

本
校
は
二
年
後
に
百
十
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
今
後
本
校
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
社

会
を
支
え
る
優
秀
な
人
材
を
送
り
出
し
続
け

る
に
は
、
同
窓
会
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協

力
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
結

び
に
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
お
願
い

し
て
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

工
芸
や
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
学
校
で
あ
る
こ

と
、
百
年
を
超
え
る
歴
史
を
有
し
、
卒
業
生

に
は
人
間
国
宝
の
方
や
デ
ザ
イ
ン
、
も
の
づ

く
り
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
方
が
い
る

こ
と
、
中
学
生
か
ら
の
人
気
が
高
く
生
徒
は

全
都
か
ら
集
ま
り
高
い
倍
率
と
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、と
て
も
い
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

期
待
を
抱
い
て
四
月
に
着
任
し
、
最
初
の

学
期
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
私
が
工
芸
高
校

の
特
に
優
れ
て
い
る
と
感
じ
た
点
は
実
習
へ

の
取
組
で
す
。
例
え
ば
鍛
金
室
で
ア
ー
ト
ク

ラ
フ
ト
科
の
生
徒
た
ち
が
銅
板
か
ら
花
生
け

を
作
る
実
習
に
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
無
言
で
木
槌
を
振
る
い
な
が

ら
少
し
ず
つ
銅
版
を
撓
ま
せ
て
い

く
姿
は
、
金
属
に
命
を
吹
き
込
む

よ
う
に
も
思
え
ま
し
た
。
ま
た
、

マ
シ
ン
ク
ラ
フ
ト
科
の
生
徒
た
ち

が
旋
盤
を
操
っ
て
い
る
様
子
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
㎜
の

何
分
の
一
を
削
ろ
う
と
し
て
努
力

を
し
て
い
る
姿
は
、
日
本
を
支
え

る
職
人
そ
の
も
の
の
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
各
科
で
行
っ

て
い
る
ク
ロ
ッ
キ
ー
、
デ
ッ
サ
ン

の
授
業
、
最
新
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ご
あ
い
さ
つ

校
長　

鳥と

屋や

尾お　

史
郎

　

本
年
四
月
に
松
本
光
正
校
長
先
生
の
後
任

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
に
着
任
す
る
に
あ
た
り
、
工
芸
高
校

が
ど
ん
な
学
校
で
あ
る
の
か
処
々
で
尋
ね
て

み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
都
立
高
校
の
中
で
は
き

わ
め
て
特
色
が
あ
る
学
校
で
、
唯
一
工
業
・

同窓会会費納入について
●�本年度より、コンビニからの振込
みもできるようになりました。
なお、コンビニからの振込みは、会
費のみとなります。
●�従来通りの郵便振替口座も継続し
ています。
会費とご寄付の振り込み、記念誌購
入は、郵便振り込みでお願いします。
ご寄付等は払込取扱票の金額欄を訂
正のうえ、送金明細を記入してお振
り込み下さい。

鳥屋尾校長先生　近影
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誠
実　

元
気

信
愛　

規
律



訃
報

口
邦
夫
、
関
口
雅
江
、
大
川
真
鈴
、
打
越
長

武
、
小
池
源
朗
、
福
田
重
信

　

平
成
27
年
度
累
計

�

八
五
一
、
〇
〇
〇
円

●
第
52
回
中
京
工
芸
会

�

総
会
の
ご
案
内

　

毎
年
、
10
月
の
第
３
日
曜
日
を
「
中
京
工

芸
会
総
会
の
日
」、場
所
も
名
古
屋
市
の
「
大

森
」
と
決
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
第
51
回
迄
は
、
毎
年
欠
か
さ
ず

に
開
催
出
来
ま
し
た
。
こ
の
快
挙
は
、
歴
代

の
諸
先
輩
の
方
々
の
ご
努
力
と
、
会
員
の

方
々
が
喜
ん
で
出
席
し
て
頂
け
る
か
ら
で

す
。

　

愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
に
在
住
の
皆

さ
ん
、
別
途
事
務
局
よ
り
、
案
内
状
を
送
り

ま
す
の
で
是
非
出
席
の
ご
返
事
を
頂
け
る
こ

と
を
期
待
し
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
10
月
18
日
㈰
13
時
～

▼
場
所
：
名
古
屋　

料
亭
「
大
森
」

　

名
古
屋
西
区
城
西
４
－
30
－
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
２
－
５
２
２
－
８
３
３
1

	

中
京
工
芸
会
副
会
長

�

五
反
田　

稔
（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

●「
関
西
工
芸
会
の
集
い
」

�

ご
案
内

　

今
年
の
「
関
西
工
芸
会
の
集
い
」
は
、
前

回
好
評
だ
っ
た
嵐
山
の
『
ら
ん
ざ
ん
』
で
開

催
し
ま
す
。
東
京
か
ら
参
加
し
て
下
さ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
京
都
駅
か
ら

タ
ク
シ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
行
く
予
定
で

す
、
皆
さ
ま
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
日
時
：
11
月
３
日
㈫
文
化
の
日

　

12
時
～
15
時

　

京
都
・
嵐
山
『
ら
ん
ざ
ん
』
に
て

	

関
西
工
芸
会
会
長

�

丸
山　

士
郎
（
昭
43
・
Ａ
卒
）

◆
平
成
27
年
度

�

第
１
回
理
事
会
報
告

　

平
成
27
年
４
月
24
日
午
後
６
時
か
ら
母
校

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
第
１
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
平
成
26
年
度
決
算
と
平
成
27
年
度
予
算

・�

基
本
金
を
含
め
た
現
在
残
高
は
、
１
０
，

７
７
４
，
４
６
３
円
で
、
関
監
事
・
細
江

監
事
の
承
認
済
み
。

・�

平
成
27
年
度
予
算
は
、
例
年
の
予
算
案
に

比
較
し
て
、
会
報
の
発
行
が
年
２
回
に
な

る
こ
と
か
ら
会
報
編
集
費
・
会
報
印
刷
費

を
減
額
し
て
い
る
。
一
般
会
計
の
次
年
度

繰
越
は
、
約
37
万
円
と
な
る
。

２
．
平
成
27
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

　
�　

桜
井
会
長
よ
り
、
第
２
回
理
事
会
で
、

次
期
当
番
科
Ｇ
（
Ｐ
）
科
の
会
長
を
発
表

し
て
い
た
だ
き
、
第
３
回
理
事
会
で
平
成

28
年
度
総
会
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

旨
、
Ｇ
（
Ｐ
）
科
に
依
頼
が
あ
っ
た
。

３��

．�

会
費
納
入
改
善
に
つ
い
て

　

�　

桜
井
会
長
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
も
振

　

前
回
の
会
報
１
６
４
号
以
後
、
本
会
宛
正

式
に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の

皆
様
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。（　

）
内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す
。

小
川　

幸
男
氏　

元
校
長　
　

（
27
・
６
・
４
）

小
泉　

力
雄
氏　

昭
32
・
Ａ
卒
（
27
・
３
・
８
）

菅
原　
　

晟
氏　

昭
32
・
Ｆ
卒
（
27
・
６
・
30
）

北
澤　
　

隆
氏　

昭
33
・
Ｆ
卒
（
27
・
７
・
15
）

佐
藤　

健
吾
氏　

昭
37
・
Ｍ
卒
（
25
・
６
・
10
）

原
田　

朋
朗
氏　

昭
37
・
Ｍ
卒
（
27
・
６
・
16
）

青　
　

真
琴
氏　

昭
50
・
Ｐ
卒
（
24
・
11
・
18
）

近
藤　

君
代
氏　

昭
50
・
Ｐ
卒
（
25
・
５
・
13
）

藤
田　
　

彰
氏　

昭
50
・
Ｐ
卒

り
込
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
若

い
会
員
層
の
会
費
納
入
を
促
進
し
た
い
と

説
明
が
あ
っ
た
。

４
．
Ｏ
Ｂ
展
示
に
つ
い
て

・�

４
月
３
日
か
ら
Ｄ
科
の
展
示
を
実
施
し
て

お
り
、
概
ね
良
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
Ｄ
科
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

・�

桜
井
会
長
か
ら
、
展
示
効
果
は
良
い
評
価

だ
が
、
展
示
ケ
ー
ス
内
の
ベ
ー
ス
、
展
示

台
の
損
傷
が
目
立
つ
の
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
検
討
し
た
い
と
発
言
が
あ
っ
た
。

５
．
工
芸
基
金
理
事
会
報
告
（
桜
井
会
長
）

６
．
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

�　

来
年
４
月
立
ち
上
げ
の
予
定
で
検
討
す

る
。

◎
一
般
寄
付
・
ご
芳
名

　

本
年
３
月
21
日
以
降
、
本
年
８
月
10
日
現

在
、
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は

次
の
通
り
で
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

滝
澤
方
美
、
服
部
功
、
駒
村
武
夫
、
馬
場
和

夫
、
鈴
木
陽
子
、
田
代
智
隆
、
青
山
龍
雄
、

矢
嶋
弘
志
、
岡
田
勇
、
増
田
幹
康
、
桑
原
幸

雄
、
小
林
久
展
、
佐
竹
進
、
池
田
修
一
、
吉

田
稔
、
橘
正
春
、
川
本
昭
一
、
名
倉
祥
一
、

渡
辺
義
太
、
木
口
克
行
、
畔
上
八
寿
男
、
山

下
泰
宏
、
橋
本
恵
光
、
吉
口
一
広
、
木
村
桂

三
、
中
村
保
弘
、
江
澤
信
吾
、
鈴
木
輝
夫
、

小
平
確
、
服
部
綾
佳
、
野
口
浩
佑
、
古
木
嘉

雄
、
鈴
木
宣
喜
、
恩
田
隆
志
、
松
村
金
太
郎
、

安
室
典
忠
、
佐
藤
幸
夫
、
岩
崎
龍
二
、
丸
山

士
郎
、
佐
藤
守
克
、
矢
島
理
一
、
三
田
村
幸

治
、
遠
藤
昇
、
遠
藤
容
子
、
高
木
實
、
大
塚

晃
啓
、
神
山
隆
夫
、
中
山
清
、
渡
辺
昭
順
、

山
田
二
三
雄
、
原
典
生
、
酒
井
寛
、
玉
生
澄

子
、
鈴
木
季
晴
、
小
林
広
季
、
渡
邊
徹
雄
、

中
島
隆
、
原
正
美
、
新
井
昇
、
福
本
信
也
、

高
橋
裕
次
郎
、
荒
井
拓
哉
、
浅
井
将
治
、
昭

和
52
年
Ｄ
科
卒
有
志
、
湯
沢
宋
江
、
牧
野
昇
、

中
野
清
、
松
井
眞
矢
、
片
岡
良
亮
、
鈴
木
良

武
、
櫻
井
敏
之
、
岩
井
昌
代
、
田
中
耀
信
、

小
島
貴
代
子
、
本
郷
利
昌
、
刀
根
理
佳
、
明

治
香
保
里
、
芳
賀
昭
正
、
井
上
守
、
福
田
哲

夫
、
井
上
稔
、
田
中
和
夫
、
細
江
邦
雄
、
関

事
務
局
よ
り
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工
芸
会
賞　

２
回

・
新
匠
会
展
に
て

　

奨
励
賞　

２
回

・
第
27
回
伝
統
工
芸
金
工
展
監
査
委
員

・
第
52
回
東
日
本
伝
統
工
芸
展
監
査
委
員

松
原
伸
生
藍
形
染
展
神
楽
坂

�
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）

　

神
楽
坂
ア
ー
ト
ガ
レ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

『
秋
山
祐
徳
太
子
の
母
』
出
版
記
念
展

�

（
昭
和
28
・
Ｄ
卒
）

　

銀
座
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
58

　

多
彩
な
活
躍
を
続
け
る
秋
山
祐
徳
太
子
さ

ん
の
書
き
下
し
自
伝
的
長
編
エ
ッ
セ
イ
『
秋

山
祐
徳
太
子
の
母
』
が
刊
行
さ
れ
る
の
を
記

念
し
て
出
版
記
念
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
リ
キ
彫
刻
や
幅
広
い
数
々
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
知
ら
れ
て
い
る
秋
山
さ
ん
で
す

が
、本
展
で
は
“
文
筆
家
・
秋
山
祐
徳
太
子
”

の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
文
筆
活

動
や
『
秋
山
祐
徳
太
子
の
母
』
の
世
界
を
紹

介
す
る
他
、
ブ
リ
キ
彫
刻
、
ブ
リ
キ
絵
画
等

の
新
作
が
展
示
さ
れ
、注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
出
品

第
44
回
伝
統
工
芸
日
本
金
工
展

　

日
本
橋
三
越
本
店　

６
階
画
廊

田
口　

壽
恒
氏
（
昭
和
34
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

鍛
朧
銀
煎
茶
器

桂　
　

盛
仁
氏
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

猫
柳
棗

大
沼　

千
尋
氏
（
昭
和
45
・
Ａ
卒
）

　
　

接
合
せ
水
滴

河
内　

光
明
氏
（
昭
和
27
・
Ａ
卒
）

　
　

葉
文
様
水
注
ぎ

佐
藤　

充
俊
氏
（
平
成
17
・
Ａ
卒
）

　
　

蛙
金
具

「
＋
21
」

福
田　

志
穂
氏
（
平
成
24
・
Ａ
卒
）

　
　

赤
銅
象
嵌
香
器
「
航
海
」

　

次
の
方
々
の
個
展
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
個
展

大
沼
千
尋　

金
工
展
（
昭
和
45
・
Ａ
卒
）

　

銀
座
・
銀
楽
ビ
ル
３
Ｆ

　

A
rt W

ork in GIN
ZA

「
の
ば
な
」

　

大
沼
さ
ん
の
鍛
金
の
技
法
に
よ
る
、
金
工

の
銀
座
初
個
展
で
す
。
酒
器
を
中
心
に
日
常

的
な
も
の
の
銀
器
を
揃
え
、
展
示
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

大
沼
千
尋
氏
の
主
な
出
品
と
受
賞

・
第
17
回
日
本
伝
統
工
芸
展　

出
品

・�

第
11
回
伝
統
工
芸
新
作
展
（
現　

東
日
本

伝
統
工
芸
展
）
出
品

・
第
１
回
伝
統
工
芸
金
工
展　

出
品

・
金
工
展
に
て

　

文
化
庁
長
官
賞　

２
回

　

東
京
都
教
育
委
員
会
賞　

１
回

Ｉ（
Ｆ
）科  

総
合
同
窓
会（
木
香
会
）

の
ご
案
内

　

15
年
振
り
に
Ｉ
（
Ｆ
）
科
同
窓
会
を

行
い
ま
す
。
新
旧
の
交
流
広
が
る
会
に

皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
平
成
28
年
３
月
26
日
㈯  

13
時
～

場
所
：
喜
山
（
き
ざ
ん
）
倶
楽
部

　
　
　

�

千
代
田
区
一
ツ
橋
２
－
６
－
２

　
　
　

日
本
教
育
会
館
内
９
Ｆ

会
費
：
￥
５
，
０
０
０
予
定

総
合
同
窓
会
実
行
委
員
長　

桜
井
洋
一

●
校
友
の
活
躍

個展会場での大沼千尋さん

大沼さんの作品　銀器の数々

記念展会場での秋山祐徳太子さん出版された秋山さんの著書
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高
松
宮
記
念
賞
受
賞
に
よ
っ
て
、
確
か
な
技

術
と
優
れ
た
意
匠
感
覚
を
示
し
た
作
者
に
よ

る
、
長
板
中
形
の
原
点
回
帰
的
な
作
品
。
型

の
絵
際
の
鋭
さ
を
際
立
た
せ
る
た
め
の
糊
の

調
整
と
形
付
け
・
型
の
繋
ぎ
の
確
実
さ
、
そ

し
て
、
藍
甕
の
状
態
の
見
極
め
を
大
切
に
し

た
、
伝
統
的
な
長
板
中
形
の
確
固
と
し
た
わ

ざ
の
作
品
で
あ
る
、
と
紹
介
さ
れ
た
。

89
th
国
展

　

六
本
木
国
立
新
美
術
館

安
富　

信
也
氏
（
昭
和
31
・
Ｄ
卒
）

　

国
画
会
会
員

　

油
彩
画
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
８
場
面
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
回
伝
統
工
芸
木
竹
展

　

日
本
橋
三
越
本
店

　

本
館
６
階
美
術
特
選
画
廊

林　
　

哲
三
氏
（
昭
和
37
・
Ｆ
卒
）

　
　

黄
檗
拭
漆
刳
鉢

須
田　

賢
司
氏
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

献
保
梨
楓
拭
漆
卓

　

次
の
方
々
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
出
品

第
55
回
東
日
本
伝
統
工
芸
展

　

日
本
橋
三
越
本
店　

新
館
７
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
染
織

松
原　
　

忠
氏
（
昭
和
57
・
Ｍ
卒
）

　
　

長
板
中
形
着
尺
「
松
竹
梅
文
」

松
原　

伸
生
氏
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）

　
　

長
板
中
形
着
尺
「
角
つ
な
ぎ
文
」

・
金
工

桂　
　

盛
仁
氏
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

北
狐
菓
子
器

大
沼　

千
尋
氏
（
昭
和
45
・
Ａ
卒
）

　
　

接
合
の
花
器

・
木
竹
工

須
田　

賢
司
氏
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

楓
拭
漆
嵌
装
小
箱

第
49
回
日
本
伝
統
工
芸
染
織
展

　

�

日
本
橋
三
越
本
店　

本
館
４
階　

呉
服
特

選
サ
ロ
ン

松
原
伸
生
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）
さ
ん

が
日
本
経
済
新
聞
社
賞
を
受
賞

長
板
中
形
着
尺
「
割
付
菱
格
子
文
」

　

染
織
展
冊
子
に
は
、「
藍
と
白
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
際
立
つ
両
面
染
め
木
綿
地
の
着
尺

で
あ
る
。
昨
年
秋
の
日
本
伝
統
工
芸
展
で
の

●
校
友
の
活
躍

ic用各種タイバーカッター
各種専用機　設計製作

（有）神戸自動機製作所
代表取締役　神  戸  道  夫

定Ｍ13（昭36）

〒270-0156  千葉県流山市西平井1031-7
TEL.0471-59-6201  FAX.0471-59-5127  

日本経済新聞社賞を受賞した
作品の前で松原伸生さん

林　哲三氏の作品　黄檗拭漆刳鉢 安富信也氏の作品　出エジプト記
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渡
邊　

賢
二
氏
（
元
Ｍ
科
教
員
）

　
　

「
月
光
菩
薩
」

　
　

「
亥
神
将
（
十
二
神
将
）」

　
　

「
ほ
と
け　

思
ふ
」

◆
遺
作
◆

福
本　

晴
男
氏
（
昭
和
35
・
Ｆ
卒
）

　
　

「
白
い
猫
」

　
　

「
メ
ル
ヘ
ン
の
樹
」

　
　

「
旅
す
る
テ
ィ
」

　
　

「
灯
す
」

全
盲
の
技
術
経
営
者

�

北
澤　

隆
く
ん
を
悼
む

森
谷　

延
周
（
昭
32
・
Ｆ
卒
）

▼
北
澤　

隆
く
ん
は
、
真
空
成
型
金
型
の
ト

ッ
プ
企
業
で
あ
る
バ
キ
ュ
ー
ム
モ
ー
ル
ド
工
業

の
頂
点
（
代
表
取
締
役
会
長
）
に
い
た
。
私

と
は
同
級
で
あ
っ
た
彼
が
、
平
成
27
年
７
月

15
日
、
肺
が
ん
の
た
め
他
界
し
て
し
ま
っ
た
。

享
年
76
才
。
親
し
い
友
を
失
い
悲
し
く
寂
し

い
。
外
見
は
色
白
、
体
は
が
っ
し
り
、
笑
顔

を
絶
や
さ
な
い
人
で
、
築
地
工
芸
会
の
活
動

に
、
長
年
、
多
大
な
協
力
を
続
け
て
き
た
。

▼
北
澤　

隆
く
ん
は
、
昭
和
13
年
12
月
長
野

で
生
ま
れ
た
が
、
小
学
生
の
頃
か
ら
工
作
が

大
好
き
、
中
学
で
は
美
術
部
に
入
り
、
絵
を

描
い
た
り
、
彫
刻
刀
で
木
彫
り
に
夢
中
だ
っ

た
。
そ
の
と
き
の
先
生
の
勧
め
で
、
都
立
工

芸
の
木
材
工
芸
科
に
入
学
し
た
が
、
ま
わ
り

の
同
級
生
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
家
具
な
ど
を

生
業
と
す
る
と
こ
ろ
の
子
弟
が
大
半
で
あ
っ

た
。
全
く
の
素
人
の
彼
に
と
っ
て
は
、
す
べ

て
が
物
珍
し
く
、夢
中
で
専
門
科
目
を
学
び
、

実
習
に
取
り
組
み
自
分
の
も
の
に
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
目
を
患
っ
て
、
卒
業
が

１
年
遅
れ
た
。
視
力
の
悪
さ
か
ら
就
職
を
断

念
、
個
人
で
工
業
向
け
の
石
膏
型
を
つ
く
る

仕
事
を
始
め
た（
19
才
）。し
か
し
、未
経
験
・

無
一
文
・
代
用
設
備
・
睡
眠
不
足
…
…
。
こ

の
悪
状
況
の
脱
出
を
図
る
た
め
、
最
愛
の
女

性
を
み
つ
け
て
翌
年
結
婚
し
た
。
以
後
、
２

人
３
脚
の
歩
み
を
重
ね
る
。
や
が
て
志
の
苦

労
が
開
花
し
、
仕
事
と
社
員
が
増
え
た
。
型

づ
く
り
は
、創
業
初
期
の
石
膏
型
に
加
え
て
、

量
産
化
の
た
め
の
金
型
製
作
に
移
行
。
金
型

は
一
般
に
高
価
だ
っ
た
が
、
そ
れ
も
「
創
意

工
夫
」
に
よ
っ
て
解
決
し
た
。
当
時
の
「
高

度
経
済
成
長
時
代
」
の
波
を
受
け
、
工
場
拡

張
、
人
材
育
成
を
実
行
。
人
材
確
保
に
は
、

実
務
に
つ
な
が
る
工
業
高
校
卒
と
定
年
退
職

の
熟
練
者
の
再
雇
用
に
重
点
を
お
い
た
（
現

在
、
社
員
数
１
９
８
名
。
工
高
卒
の
う
ち
、

都
立
工
芸
卒
22
名
在
籍
）。

▼
北
澤　

隆
く
ん
は
、創
業
14
年
目
（
33
才
）

に
失
明
し
た
が
、
社
是
（
経
営
方
針
）
と
し

た
「
創
意
創
造
・
共
存
共
栄
」
を
貫
い
て
き

た
。
よ
い
仕
事
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
能
力
と
や

る
気
の
あ
る
社
員
を
大
切
に
す
る
考
え
方
で

あ
る
。

▼
北
澤　

隆
く
ん
は
、
全
盲
に
な
っ
た
こ
と

で
、
親
方
経
営
か
ら
会
社
経
営
に
移
行
で
き

た
こ
と
を
誇
っ
て
い
た
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ス

会
に
出
席
す
る
と
き
に
は
、
担
任
で
恩
師
の

牛
込
源
晃
先
生
の
肩
に
つ
か
ま
り
、
杖
を
つ

い
て
出
席
し
て
い
た
が
、
そ
の
姿
は
も
う
見

ら
れ
な
い
。

◎
出
品

第
63
回　

創
型
展
15

　
�

上
野
公
園
・
東
京
都
美
術
館
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー

　

今
回
の
創
型
展
で
は
、
３
名
の
方

が
出
品
し
ま
し
た
。
ま
た
、
故　

福

本
晴
男
さ
ん
の
遺
作
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

佐
野　

一
義
氏
（
昭
和
17
・
Ｆ
卒
）

　
　

「
正
面
を
向
い
て
腰
か
け
る
女
」

　
　

「
悦
子
（
胸
像
）」

三
木　

雄
志
氏
（
昭
和
42
・
Ｆ
卒
）

　
　

「
少
年
Ｙ
」

「
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。」

＊�

皆
様
の
個
展
、
出
品
、
受
賞
、
ク
ラ
ス

会
等
の
様
子
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

郵
送
先
：
築
地
工
芸
会
（
工
芸
高
校
の
住
所
）

　

メ
ー
ル
送
付
先
：taquya@

nifty.com

'

奥様がモデルの作品の前で佐野さん

会場を訪れた教え子のＭ科卒業生と一緒に

少年Ｙ

ほとけ　思ふ
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く
か
ら
美
術
や
工
芸
の
方
々
が
使
わ
れ
て
き

た
席
で
選
び
ま
し
た
。
私
達
古
希
を
迎
え
体

調
を
崩
さ
れ
る
方
が
多
く
な
り
出
席
者
が
少

な
い
の
が
残
念
で
す
。

　

暑
い
さ
な
か
で
し
た
が
、
先
生
は
朝
か
ら

用
事
を
済
ま
さ
れ
て
参
加
い
た
だ
き
お
元
気

で
し
た
。
次
回
は
日
展
見
学
を
約
束
し
て
散

会
い
た
し
ま
し
た
。�

（
坂
巻　

亨
）

●
昭
和
50
年
全
日
制
Ｐ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

平
成
27
年
４
月
12
日
㈰
、
小
石
川
後
楽
園

涵
徳
亭
に
て
、
吉
村
先
生
の
傘
寿
の
お
祝
い

を
兼
ね
て
、
９
名
の
級
友
と
共
に
ク
ラ
ス
会

を
開
き
ま
し
た
。
先
生
が
い
つ
ま
で
も
お
元

気
な
こ
と
は
と
て
も
喜
ば
し
い
事
で
す
。

　

来
年
、
私
達
の
還
暦
祝
い
で
再
会
す
る
こ

と
を
お
約
束
い
た
し
ま
し
た
。

�

（
菅
野　

敬
子
）

●
児
玉
ク
ラ
ス
一
期
生
の
会

　

昭
和
52
年
Ｄ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

５
月
17
日
に
、︿
児
玉
ク
ラ
ス
一
期
生
の

会
﹀
と
し
て
、
ク
ラ
ス
会
を
開
き
、
児
玉
先

生
の
退
職
お
祝
を
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
の

奥
様
も
お
招
き
し
、
皆
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。�

（
吉
野　

ト
ミ
子
）

近
況
な
ど
非
日
常
の
話
が
独
特
な
仲
間
意
識

を
共
有
・
共
感
す
る
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
終
盤
に
安
原
先
生
が
都
立
工
芸
の
応

援
歌
を
皆
で
歌
お
う
!!
の
提
案
で
輪
に
な
っ

て
先
生
主
導
で
歌
い
ま
し
た
。
応
援
歌
の
題

は
“
若
人
の
意
気
”「
若
き
血
汐　

怒
れ
る

腕か
い
な　

尽
き
ぬ
意
気
も
て　

今
日
の
よ
き
日

…
」
は
歌
詞
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
も
完
璧
に
忘
れ

去
っ
た
（
元
）
生
徒
た
ち
と
全
く
合
唱
に
な

ら
ず
悪
戦
苦
闘
状
態
で
し
た
。
牛
込
先
生
も

ハ
ラ
ハ
ラ
顔
の
中
、
ほ
ヾ
安
原
先
生
の
独
唱

状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
、
先
生
ご
め
ん
な
さ

い
で
し
た
。

　

集
合
写
真
を
撮
っ
て
２
年
後
に
は
ま
た
全

員
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
解
散
し

ま
し
た
。�

（
櫻
井
敏
之
）

●�

昭
和
39
年
全
日
制
Ａ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

二
年
前

に
担
任
安

原
敏
郎
先

生
の
米
寿

の
会
で
、

約
束
を
い

た
し
ま
し

た
卒
寿
・

古
希
の
会

を
、
７
月

12
日
上
野

「
韻
松
亭
」

に
て
行
い

ま
し
た
。

こ
こ
は
古

●
昭
和
34
年
全
日
制
Ａ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

平
成
27
年
６
月
17
日
、
卆
寿
の
安
原
先
生

と
そ
の
３
歳
年
上
の
牛
込
先
生
を
お
迎
え
し

て
４
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

４
年
の
間
に
闘
病
中
の
荻
原
武
夫
さ
ん
、

倍
賞
勲
さ
ん
、
山
口
正
夫
さ
ん
が
薬
石
効
な

く
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。
開
会
後
３
氏
の
冥

福
を
祈
り
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
先
生
を
含
め
て
23
名
で
す
。
会

場
は
御
茶
ノ
水
ホ
テ
ル
ジ
ュ
ラ
ク
で
、
４
年

ぶ
り
に
再
会
の
メ
ン
バ
ー
は
入
れ
替
わ
り
な

が
ら
交
流
の
輪
を
つ
く
り
、
人
間
国
宝
や
叙

勲
、
現
代
の
名
工
、
国
外
で
の
仕
事
や
旅
行
、

●
ク
ラ
ス
会

昭和34年全日制A科卒クラス会

昭和39年全日制A科卒クラス会

昭和50年全日制P科卒クラス会

昭和52年D科卒クラス会 児玉先生と奥様
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●
昭
和
56
年
Ｄ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

５
月
23

日
㈯
、
東

京
ド
ー
ム

ホ
テ
ル
で

ク
ラ
ス
会

を
開
き
ま

し
た
。
担

任
だ
っ
た

中
谷
隆
夫

先
生
も
出

席
さ
れ
て
、

な
ご
や
か
な
ひ
と
時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

　

来
年
、
中
谷
先
生
が
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
る

の
で
、
中
谷
先
生
が
担
任
さ
れ
た
第
24
回
、

第
30
回
、
第
34
回
、
第
41
回
の
４
ク
ラ
ス
合

同
で
、
同
窓
会
を
行
う
予
定
で
す
。

�

（
古
賀　

陽
子
）

ま
し
た
。
ま
た
仕
事
、
趣
味
、
家
庭
、
結
婚
、

夢
、
そ
し
て
男
子
限
定
の
話
題
な
ど
も
…
。

話
は
尽
き
る
こ
と
な
く
全
員
で
２
次
会
へ
、

終
電
ま
で
語
り
尽
く
し
、第
２
回
「
男
子
会
」

を
約
束
し
て
お
開
き
!!

　

ク
ラ
ス
会
や
同
窓
会
も
良
い
で
す
が
、

「
男
子
会
」
の
よ
う
な
若
い
世
代
の
個
性
的

な
会
が
数
多
く
発
足
し
、
誘
わ
れ
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
卒
業

全
日
制
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ
科
担
任

�

大
澤
正
則
（
昭
和
59
年
Ｐ
科
卒
）

ド
を
は
じ
め
、
課
題
制
作
や
徹
夜
な
ど
の
高

校
時
代
の
思
い
出
か
ら
、
卒
業
後
デ
ザ
イ
ン

の
会
社
に
就
職
し
た
頃
の
仕
事
内
容
や
、
月

２
０
０
時
間
残
業
、
土
日
も
仕
事
と
い
う
20

代
の
多
忙
な
仕
事
ぶ
り
、
起
業
や
結
婚
に
至

る
経
緯
や
そ
の
後
の
展
開
な
ど
、
当
時
考
え

て
い
た
こ
と
と
今
振
り
返
っ
て
み
て
感
じ
る

思
い
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
三
者
三
様
の
体

験
談
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
に
と
っ
た
生
徒
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
「
ア
イ
デ

ィ
ア
の
出
し
方
」
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、

３
名
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
や
い
ろ
い
ろ
な

手
法
、ア
イ
デ
ィ
ア
ノ
ー
ト
の
作
り
方
な
ど
、

日
頃
か
ら
取
り
組
め
る
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
生
徒
の
感
想
文

に
「
早
速
実
践
を
始
め
た
」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
事
に
し

　

こ
の
ク
ラ
ス
初
の
男
子
限
定
ク
ラ
ス
会

「
男
子
会
」
が
４
月
11
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た
。

在
学
当
時
は
す
で
に
女
子
生
徒
が
大
半
を
占

め
る
時
代
、
ク
ラ
ス
は
39
名
（
男
子
９
名
、

女
子
30
名
）
で
し
た
。
卒
業
以
来
男
子
９
名

全
員
と
同
時
に
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
初
め

て
。
担
任
と
し
て
は
感
無
量
で
す
。

　

彼
ら
は
工
芸
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
就

職
し
た
者
、
大
学
進
学
し
て
就
職
し
た
者
、

結
婚
し
た
者
、
転
職
し
た
者
、
ま
だ
ま
だ
夢

を
追
っ
て
い
る
者
な
ど
様
々
な
人
生
を
歩
ん

で
い
る
。
酒
の
肴
は
、
や
は
り
在
学
中
の
昔

話
が
メ
イ
ン
、
当
時
を
懐
か
し
く
振
り
返
り

●
祝
「
男
子
会
」
発
足
！　

平
成
15
年
卒
業　

全
日
制
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ
科
男
子

●
デ
ザ
イ
ン
科
Ｏ
Ｂ
講
演
会

『
デ
ザ
イ
ン
い
ろ
い
ろ

�
～
い
ま
だ
に
も
が
く
３
人
～
』

平
成
27
年
６
月
24
日
㈬

都
立
工
芸
高
等
学
校　

１
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

講
師
：
江
連　
　

誠
氏
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）

　
　
　

佐
藤　

秀
男
氏
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）

　
　
　

永
井　

裕
明
氏
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）

　

デ
ザ
イ
ン
科
で
は
、
生
徒
た
ち
の
デ
ザ
イ

ン
に
関
す
る
知
識
と
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
業
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
Ｏ
Ｂ
の
講
演
会
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

の
現
場
で
ご
活
躍
中
の
３
名
の
先
輩
を
お
招

き
し
て
、対
談
形
式
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

高
校
１
年
生
の
工
芸
祭
に
て
、
ク
ラ
ス
の

男
子
８
名
で
“
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
エ
イ
ト
”
と

い
う
有
志
の
作
品
展
示
を
行
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

て
い
る
こ
と
、
心
掛
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、

貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

時
折
笑
い
を
交
え
た
楽
し
い
ト
ー
ク
の
中

に
、
デ
ザ
イ
ン
や
こ
れ
か
ら
の
進
路
を
考
え

る
際
の
ヒ
ン
ト
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
、

と
て
も
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

文
責
：
デ
ザ
イ
ン
科　

永
田
真
希
子

２次会・カラオケ参加メンバー

祝「男子会」発足！講演会での江連氏・佐藤氏・永井氏

昭和56年Ｄ科卒クラス会
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D
E

S
IG

N

●�

（
冊
子
）
都
立
高
校
に
入
学
を
希
望
す
る

皆
さ
ん
へ

　

表
紙
原
画
採
用　

３
年　

中
村
天
衣

　

挿
絵
採
用

　

３
年　

岩
井
香
寿
奈　

山
野
実
桜

　

２
年　

中
村
陽
道　

根
本
佳
奈
子

　
　
　
　

平
林
麻
衣

●
平
成
27
年
度
学
校
要
覧

　

表
紙
原
画
作
成　

３
年　

瓜
生
夏
美

●
文
京
区
社
会
を
明
る
く
す
る
大
会

　

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
原
画
採
用

　

２
年　

平
林
麻
衣

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
表
紙
原
画
採
用

　

２
年　

伴　

聖
菜

●
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
夏
休
み
工
作
ス
タ
ジ
オ

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
表
紙
原
画
作
成

　

３
年　

冨
坂　

圭　

碓
井
里
緒

●
版
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
和
紙
の
里

　

ひ
が
し
ち
ち
ぶ
展

　

東
秩
父
郵
便
局
長
賞　

３
年　

和
田
幸
恵

●
レ
タ
リ
ン
グ
技
能
検
定

　

３
級　

２
年　

32
名
合
格

　

２
級　

２
・
３
年　

５
名
合
格

平
成
27
年
度　

工
芸
祭

　

平
成
27
年
10
月
31
日
㈯
・
11
月
１
日

㈰
の
２
日
間
、
母
校
に
於
い
て
「
工
芸

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
後
輩
の
勉
強

の
成
果
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

見
学
の
後
に
、
ク
ラ
ス
会
を
開
催
す

る
ク
ラ
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

優
良
賞　

２
年　

渡
邊
悠
加

　
　
　
　
　
　
　
　

古
岡
ひ
な
の

　

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
部
門

　

優
秀
賞　

２
年　

山
本
美
佳

　

奨
励
賞　

２
年　

久
保
田　

慎

●
第
59
回　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験

　

４
級　

最
優
秀
団
体
賞

●
第
60
回　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験

　

３
級　

３
年　

18
名
合
格

　

４
級　

２
年
・
３
年　

23
名
合
格

　

３
級　

優
秀
団
体
賞

　

３
級　

最
優
秀
賞　

３
年　

髙
木
健
太
郎

　

４
級　

最
優
秀
団
体
賞

　

４
級　

最
優
秀
賞　

２
年　

小
山
美
葵

●
レ
タ
リ
ン
グ
検
定

　

３
級　

２
年　

31
名
合
格

　
　
　
　

３
年　

３
名
合
格

●
色
彩
検
定

　

２
級　

２
年
・
３
年　

５
名
合
格

　

３
級　

２
年
・
３
年　

４
名
合
格

G
R

A
P

H
IC

 A
R

T
S

●�

平
成
27
年
版
科
学
技
術
白
書
表
紙
絵
・
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

　

佳
作　

３
年　

鶴
野
寿
麻

●
高
校
生
夕
張
キ
ャ
ン
プ
第
Ⅰ
期
選
抜
大
会

　

広
報
・
Ｐ
Ｒ
部
門

　

優
秀
校　

２
年　

坂
口
瑠
花　

高
木
理
奈

　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
柚
月　

後
藤
夕
弥

　

研
究
開
発
部
門

　

優
秀
校　

２
年　

野
田
彩
夏　

田
近
実
理

�

高　

侑
那　

松
田
実
希

全
日
制

A
R

T
 C

R
A

FT

●
色
彩
検
定

　

２
級　

２
年　

３
名
合
格

　

３
級　

２
年　

３
名
合
格

●
英
語
検
定

　

３
級　

１
年　

１
名
合
格

M
A

C
H

IN
E

 C
R

A
FT

●
計
算
技
術
検
定
１
級
合
格

　

３
年　

関
口
優
斗　

赤
木
智
子

●
危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
２
類

　

５
名
合
格

●
危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
３
類

　

３
名
合
格

●
危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
５
類

　

１
名
合
格

IN
T

E
R

IO
R

●
第
６
回
建
築
系
高
校
生
コ
ン
テ
ス
ト

　

優
秀
賞　

３
年　

村
山
恵
実
子

　

佳
作　
　

３
年　

宇
野
澤　

歩

　

奨
励
賞　

３
年　

大
島
万
奈

●�

第
９
回
建
築
系
高
校
生
対
象
コ
ン
ペ
テ
ィ

テ
シ
ョ
ン

　

奨
励
賞　

３
年　

加
藤
ゆ
か
り

●�

第
10
回
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技
大
会

　

（
木
材
加
工
）

　

敢
闘
賞　

３
年　

髙
木
健
太
郎

●
第
９
回
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

ク
ラ
フ
ト
部
門

　

優
秀
賞　

２
年　

安
原　

茜　

母
校
だ
よ
り

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
者
・
成
績
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